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言葉の通じない白人女性を魅了するスキル 
 

ボディランゲージというのは、例えば表情とか動作とか仕草とか、そういった方法論があるわけ

ですが、その前に理解しておかないと始まらない大事なことがあって、それは 

 

ボディランゲージは、内側から出るもの 

 

だということです。 

 

抽象的な言い方で申し訳ないのですが、ちょっと考えてみてほしいのは、「ボディランゲージ」という

言葉です。 

 

「ランゲージ（Language）」というのは「言語」ですよね。「ボディランゲージ（Body Language）」とは、

体で表現する言語のことです。言葉で表現する言語ではなく、体で表現するもの。なので、ボディ

ランゲージというのは本来、言葉を必要としない概念でありスキルなんですね。 

 

言葉を必要としないんです。 

 

だから、もちろん、冒頭でも言ったように、言葉以外の表情や動作や仕草が重要になってくるわけ

ですが、そういったテクニック的な事よりも先に、自分の中から沸き出てくるものなんだということを理

解してほしいのです。 

 

言いましたよね。ボディランゲージとは、誰かに教わるものではなくて、生まれた時から身について

いる本能だって。だから、まずはそれを、自分の中にもともと備わっているボディランゲージというも

のを理解して、認識してから、テクニックに入って行かないといけません。 

 

このスキルをマスターすると、言葉を使わずに相手の中にグッと入って行く事が可能になります。言

葉を使わずに女性を感じさせることができるようになります。 

 

例えば、僕のメンターは、言葉のまったく解らない外国に行っても、その地域の女性を口説いてセ

ックスに持ちこむ事を簡単にやってのけます。興味深いのは、欧米などの英語圏だけではなく、ど
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んな国の女性にも同様にコミュニケートできるところです。驚いたのは、オセアニア諸島のある地域

の原住民の娘に言い寄られて、最終的にセックスまでしたという話を聞いたときです。 

 

まぁこれはメンターの話で、僕自身、人種も違う、言葉も理解できない、そんな女性と肉体関係を持

つことにあまり興味が沸かないので、正直積極的にはなれません。積極的にはなれませんが、やろ

うと思えば多分いけると思っています。 

 

言いたいのは、言葉が理解できない違う国の女性ともセックスできるようになりまっせ、という話では

なく、世界中のどこにいても自分を下げずに済む、という事です。 

 

外国へ行くと、それだけで委縮してしまう人が本当に多いです。ブロンドで、目が青くて、鼻が高く

て、日本語じゃない言葉が飛び交っているだけで、卑屈になってしまいます。自分のステータスを

維持できません。意思疎通ができないからです。違う人間だと思ってしまっているんですね。 

 

でも、ボディランゲージをマスターすると、言語の壁が取っ払われるので（半分はマインドセットの話

です）、どこへ行こうが自分のステータスを下げるようなことがなくなります。 

 

それどころか、ボディランゲージをマスターすれば、ブロンドで目が青い白人女性が、あなたに魅力

を感じて言い寄ってくるような、そして彼女たちと激しいセックスをするような事態も起り得ます。大

袈裟だと思うかもしれませんが、本当ですよ。 

 

女性だけじゃなく、男同士でも、ビジネスの世界でも、言葉以外の部分で強くて自信のある自分を

表現して、そして相手を引き込むことができるこのスキルは、大変なアドバンテージです。 

 

女性、友達、ビジネス、全ての分野でのクオリティが上がります。 
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「ランゲージ」と「ボディランゲージ」 
 

千円札を持っていますか？ 

別に、千円札でも五千円札でも一万円札でもいいです。面倒くさいかもしれませんが、財布から出

して、それを眺めてみてください。 

 

そして、そのお札をビリビリに破いて、ゴミ箱に捨ててみてください。 

 

・・・嘘です。それはもちろん嘘ですが、じゃあ聞きたいのは、どうしてビリビリに破る事ができないん

ですか？ってことです。 

 

「中村さん、いい加減馬鹿なことを言わないでください。誰もお金を破いて棄てたりしません」 

 

その通りです。なぜなら、お金には価値があるからですよね。お金があれば、仮に千円あれば、ス

タバでアイスコーヒーが3杯飲めるし、スーパーで僕の大好きな安いシャンパンを1本買うこともでき

ます。 

 

でも、残念ながらあの紙切れ自体に価値があるのかと言うと、それは「NO」です。紙切れ自体には

なんの価値もありません。お金の価値と言うのは、僕たち人間が勝手に決めたものなんですね。 

 

紙幣や貨幣、それ自体に価値はない、と。 

 

じゃあ、「金（きん）」や「ダイヤモンド」はどうでしょう？それ自体に価値はあると思います。一般的な

話ですが、金やダイヤモンドには、それ自体に価値があるわけです。希少な、地球が生み出した奇

跡の産物です。 

 

人間が「価値がある」と勝手に決めたモノ（お金など）をここでは、（少し乱暴ですが）「表面的な価

値」と定義します。一方で、それ自体が価値を持っているモノ（金やダイヤなど）をここでは、（これま

た乱暴ですが）「本質的な価値」と定義することにします。 

 

「価値」には、“人間が決めたモノ”と、“もともと備わっているモノ”、この 2 種類があるのだということ
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を、ここでは理解してください。この違いを認識してください。 

 

いいですか？ 

 

じゃあ、「言語」ってありますよね？日本語とか英語とか中国語とかフランス語とか、それこそ言語は

沢山ありますが、それらの「言語」と、「ボディランゲージ」の違いってなんだと思いますか？ 

 

段々見えてきました？ 

 

「言語」っていうのは、僕たちが、人間が作り出したコミュニケーション手段です。つまり表面的な価

値を持つ概念。一方で、「ボディランゲージ」というのは、人間が生まれながらにして持っているコミ

ュニケーション手段です。つまり、本質的な価値を持つ概念。 

 

作られた価値である言語に対して、本質的な価値を持つボディランゲージは、僕たち

にとって最高に価値のあるコミュニケーション手段だといえるわけです。 

 

この違いがわかりますか？ 

 

ボディランゲージこそが、唯一の、強力な、そして最高のコミュニケーション手段だということです。 

 

そして、これをマスターしたとき、言葉は必要さを失います。 

 

言語レベルのコミュニケーションが必要なくなるんです。相手の言葉が理解できなくても、コミュニケ

ーションが達成できるようになるんですよ。 

 

例えば、「お前ムカつくよ」という言葉がありますよね。でも、この「お前ムカつくよ」という言葉自体に

意味はありません。その言葉が意味する事を僕たちが思い思いに理解しているだけです。なので、

「お前ムカつくよ」という言葉をインドネシア人が聞いても理解できません。 

 

でも、ボディランゲージで「お前ムカつくよ」と表現したら、世界中の誰にだって理解できます。 

 

ボディランゲージは、世界共通語です。 

 

「わかりました中村さん。でも生憎私は世界へ飛び立つ予定は今のところないので、言葉の通じな
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い人とコミュニケーションを取る事にパッションを感じないのですが・・・」 

 

と思われるかもしれませんが、外人なんちゃらという話は究極形です。 

 

例えば、あなたは普段から色んな人とコミュニケーションを取っていると思います。その日常に、ボ

ディランゲージのスキルを取り入れることで、あなたのコミュニケーション能力は何倍にも上がります。

相手に伝える能力が劇的に上がります。 

 

同時に、相手のボディランゲージを「読み取る」能力も発達します。 

 

相手を見て、そこに言葉がなくても、相手が何も喋らなくても、相手の感情の全てを読み取り、理解

できる力がつく、と。 

 

・・・こんな話です。 

 

実際の話、僕ははじめて会った人でも、この人はどういう人間か、ステータスは高いか低いか、長く

付き合える相手か否か、信頼できる相手か否か、この人のステータスはどこの位置にあるのか、、、

喋らなくても大体わかります。 

 

ボディランゲージという本質的な言語を使えるからです。もちろん、百発百中というわけではないで

すよ。占い師じゃないんで、予想とは違う展開もたまにはあります。でも、そんなに大きくは外れませ

ん。 

問題は、当たるか外れるかじゃなくて、さっきも言いましたが、人間関係を構築するのに超有利

だということです。どんな場面でも・・・女性、ビジネス、友達、家庭、、、どんな場面でも、人生そのも

のを有利に運ぶ事ができます。 

 

「言語」は、人工的に作られた表面的な価値。 

「ボディランゲージ」は、人間が生まれながらに持つ本質的な価値。 

 

何度も言いますよ。 

 

この部分の理解が薄いと、これから話して行く具体的なテクニックの理解も薄くなるので。 

 


